
研
究
会
報
告

一
九
八
五
年
度
第
一
回
研
究
会
(
一
ニ
月
二

O
日
)

テ
ー
マ

ア
メ
リ
カ
社
会
の
い
わ
ゆ
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済
史
研
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一
昨
年
秋
か
ら
昨
年
夏
に
か
け
合
わ
せ
て
八
カ
月
間
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
の
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
歴
史
協
会
と
燐
り
の
デ
ラ
ヴ
ェ
ア
州
ウ
ィ
ル

ミ
ン
ト
ン
の
ハ

i
グ
リ
ィ
図
書
館
に
通
い
、
十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
千
年

王
国
的
資
本
主
義
観
を
最
も
雄
弁
に
説
い
た
ケ
ア
リ
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に
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っ
た
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0
年
代
に
ペ
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ル
ヴ
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ア
北
東
部
で
無
煙
炭
の
採
掘
が
本
格
化
す

る
と
同
時
に
、
ケ
ア
リ

i
が
ス
ク
ー
ル
キ
ル
郡
に
広
大
な
炭
鉱
を
事
業
仲

間
と
一
緒
に
所
有
し
て
い
た
こ
と
ま
で
は
、
イ
ャ
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ィ
教
授
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同
ミ
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が
す
で
に
明
ら
か
に
し
て
い
た
。

こ
の
本
の
中
で
イ
ャ

i
リ
ィ
は
、
南
北
戦
争
後
の
過
剰
生
産
お
よ
び
技

術
革
新
が
も
た
ら
し
た
涯
青
炭
と
の
競
争
に
よ
る
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
無

煙
炭
産
業
の
針
陽
化
、
そ
し
て
レ
デ
ィ
ン
グ
鉄
道
に
よ
る
炭
鉱
の
独
占
・

支
配
、
と
い
う
資
本
主
義
発
展
の
文
脈
に
お
い
て
、
「
経
済
学
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
へ
の
屈
服
」
と
い
う
命
題
を
論
証
し
よ
う
と
し
た
@
「
イ
デ
オ
ロ

ギ
i
」
と
い
う
の
は
ド
グ
マ
化
し
た
「
ジ
ャ
ク
ソ
ン
民
主
主
義
」
の
こ
と

で
あ
る
。
因
み
に
、
イ
ャ

l
リ
ィ
が
利
用
で
き
な
か
っ
た
レ
デ
ィ
ン
グ
鉄

道
会
社
の
フ
ァ
イ
ル
が
、
幸
い
な
こ
と
に
今
日
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
歴

史
協
会
の
委
託
に
よ
り
ハ

l
グ
リ
ィ
図
書
館
で
一
部
未
整
理
で
は
あ
る
が

公
開
さ
れ
て
い
る

Q

私
は
ケ
ア
リ
l
'と
こ
の
独
占
的
企
業
と
の
間
の
太
い

人
的
、
金
融
的
つ
な
が
り
を
示
唆
す
る
意
外
な
証
拠
を
い
く
つ
か
発
見
し

た
が
、
こ
の
意
味
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
の
中
で
明
ち
か
に
す
る
つ
も

り
で
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
ィ
ャ

l
リ
ィ
の
研
究
に
私
が
と
く
に
惹
か
れ
る
理
由
は
、

四
半
世
紀
前
の
ア
メ
リ
カ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
思
想
的
痕
跡
が
そ
の
問
題

意
識
に
は
っ
き
り
と
印
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
手
っ
取

り
早
く
あ
げ
ら
れ
る
利
益
を
目
あ
て
に
殆
ど
徒
手
空
拳
で
採
掘
に
参
入
す

る
炭
坑
経
営
者
や
坑
夫
は
、
「
事
業
そ
の
ち
の
へ
の
献
身
」
と
い
う
職
業

倫
理
と
は
無
縁
で
、
彼
ら
の
競
争
的
経
済
の
非
能
率
が
独
占
を
生
み
出
し

た
、
と
か
、
政
府
の
拡
大
よ
り
も
経
済
の
拡
大
ば
か
り
に
国
民
が
血
道
を

あ
げ
て
い
た
と
と
が
、
ハ
州
〉
政
治
の
工
業
化
の
進
展
へ
の
対
応
を
お
く
ら
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せ
た
、
と
い
っ
た
ま
る
で
ガ
ル
プ
レ
イ
ス
ば
り
の
指
摘
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
滞
米
中
偶
然
テ
レ
ビ
で
観
た
エ
リ
ア
・
カ
ザ
ン
監

督
の
一
九
六
一
年
製
作
の
映
画
「
ワ
イ
ル
ド
・
リ
パ

1
」
ハ
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ

l

・
ク
リ
フ
ト
&
リ
l

・
レ
ミ
ツ
ク
主
演
)
は
実
に
啓
示
的
で
あ
っ
た
@
カ
ザ

ン
は
、

T
V
A
に
反
対
す
る
農
民
の
お
そ
ろ
し
く
自
己
中
心
的
、
個
人
主
義

的
な
行
動
様
式
、
ア
メ
リ
カ
人
の
い
わ
ゆ
る
E

円高岡
a
E
2
4広
5
ロ
由
吉
こ

を
こ
の
映
画
で
描
い
て
い
て
、
私
は
ス
ク
ー
ル
キ
ル
郡
の
炭
坑
経
営
者
や

坑
夫
の
エ
ー
ト
ス
〈
人
間
類
型
)
を
理
解
す
る
恰
好
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
と
同
時
に
、

T
V
A
が
体
現
す
る
思
想
の
進
歩
性
に
も

強
い
印
象
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

イ
ャ

i
リ
ィ
の
研
究
あ
る
い
は
カ
ザ
ン
の
映
画
か
ら
間
半
世
紀
後
の
今

日
、
周
知
の
よ
う
に
、
ニ
ュ

l
デ
ィ
!
ル
の
諸
シ
ン
ボ
ル
の
解
体
が
、
か

つ
て
そ
れ
が
克
服
す
べ
き
対
象
と
し
た
思
想
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い

る
Q

ホ
レ
イ
シ
ョ
・
ア
ル
ジ
ャ

l
イ
ズ
ム
に
象
徴
さ
れ
る
自
由
放
任
主
義

は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
が
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
た
び
に
つ
ね
に
そ
こ
に
回
帰

す
る
ア
メ
リ
カ
的
な
「
歴
史
意
識
」
、
つ
ま
り
「
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
実
際
、
『
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
』
(
八
五
年
五
月
一
日

付
)
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
統
合
の
原
理
と
し
て
自
由
競
争
原
理
を
ま
じ
め

に
提
唱
す
る
論
説
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載
せ
私
を
少
な
か
ら
ず
驚
か
せ
た
。

こ
う
し
た
現
代
ア
メ
リ
カ
の
保
守
主
義
は
、
因
果
な
こ
と
に
、
「
自
由

主
義
の
中
で
最
も
非
保
守
主
義
的
な
内
容
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
持
つ
」
(
佐

々
木
毅
〉
、
あ
る
い
は
「
最
も
過
激
な
保
守
主
義
」
(
ダ
1
レ
ン
ド
ル
フ
)
と
指
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摘
さ
れ
る
よ
う
な
一
面
を
た
し
か
に
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
か
か
る
評
価

は
、
経
済
成
長
、
投
資
、
生
産
性
と
い
っ
た
次
元
だ
け
で
論
じ
る
分
に
は

通
用
す
る
に
し
て
も
ハ
い
や
、
適
用
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
て
社
会
正
義
や

福
祉
の
次
元
で
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
、
コ
。
司
ワ
シ
ン

ト
ン
・
ポ
ス
ト
』
の
記
事
の
よ
う
に
、
「
間
違
い
な
く
自
分
は
社
会
の
一

員
で
あ
る
と
い
う
感
情
」
を
国
民
に
植
え
つ
け
る
た
め
に
、
十
九
世
紀
的

な
自
由
競
争
原
理
を
社
会
統
合
の
栓
に
据
え
る
と
い
う
の
で
は
、
そ
う
し

た
価
値
観
の
人
間
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
へ
の
適
用
、
言
い
方
を
か
え
れ

ば
業
績
主
義
に
も
と
づ
く
人
聞
の
一
次
元
的
評
価
、
こ
そ
が
国
民
樋
互
の

連
帯
感
の
形
成
を
妨
げ
て
い
る
と
い
う
現
実
を
全
く
無
視
す
る
も
の
で
あ

る。
今
日
の
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
危
機
と
い
わ
れ
る
事
態
は
、
た
ん
に
ア

メ
リ
カ
的
生
産
方
式
の
旧
式
化
と
い
う
よ
、
つ
な
こ
と
で
は
な
く
、
資
本
の

論
理
も
し
く
は
ビ
ジ
ネ
ス
文
明
万
能
の
「
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
本

質
的
に
非
歴
史
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
そ
の
も
の
が
間
い
直
さ
れ
て
い
る
と

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
翻
っ
て
、
私
が
イ
ャ

i
リ
ィ
教
授
の
験
尾
に
付

し
て
、
ケ
ア
リ
!
の
千
年
王
国
的
な
資
本
主
義
観
に
ア
ン
ピ
パ
レ
ン
ト
な

関
心
を
寄
せ
る
の
も
か
か
る
文
脈
に
お
い
て
な
の
で
あ
る
@
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